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「知事がいないと府庁のびのび」単産地域代表者会議 

１１月１８日、大阪労連女性部は２０１０年

春闘に向けて、「第１回単産・地域代表者会議」

を開きました。 

 土田部長はあいさつの後、恒例のミニ学習は「9

月府議会の特徴と府民の運動」と題して山本陽子

共産党府会議員の講演です。（左は講演する山本議

員） 

「府議会では、知事の独裁的発言によって議員は

萎縮している。今日まで、知事が家族のインフル

エンザで登庁を自粛していたので、職員がのびのびしている。高校の授業料については、大阪だ

け徴収は、恥ずかしいとして知事が無償化を表明した。しかし、エアコン代 5400 円は残る。昨

年５８パーセントあった高校生の就職率が今年は、39.9 パーセント。大企業が高校生を採用しな

い。ＷＴＣの問題では、耐震対策が心配である。地震の際、府は機能できないことが予想される。

カジノ化をめざす知事の天下は、いつまでも続かない。国政に影響されて変わる可能性がある。」

と参議院選挙の大切さも強調されました。 

＜発言＞ 

自治労連 

府職労から配偶者特別休暇（３日から２日）と服喪休暇（１０日から７日）に対しての抗議のＦ

ａｘをたくさん送ってくださり励まされた。今までに勝ち取った権利を「国並みでないから廃止」

は安易に認められない。 

大教組 

国の動きにともない、知事は、実質無償化の方向を打ち出した。 

来年の中学生は、３４５０人多い卒業が見込まれている。今年、１６７人の高校入学できなかっ

た子どもを生み出したが、府議会も様変わりし、共産党の山本議員はもちろんのこと自民党議員

も質問してくれた。そして、定員の１０００人増。年収３５０万円以下の私学の家庭に補助の方

向が出てきた。子どもの貧困は告発と運動によって助けられる。「高校は自己責任。それがいやな

ら政治家になってこの国を変えるかでていくしかない」と言っていた知事の下でも変化は起こせ

る。教育全国署名にご協力ください。 

生協労連 

山本議員の話を聞いて、マスコミがいう知事の姿と実際の差を学習し、よく見ていかなくては

ならないなと思った。 

生協の春闘は厳しい回答とサービス残業で心身ともに疲れている状況がある。女性部としてもが

んばっていきたい。 

大阪自治労連 

自治研男女平等政策部会で１２月１２日に全労連の柴田女性部長をお呼びして、国連女性差別



撤廃委員会勧告の学習会を行う。この３０年で日本の後進性がますます明らかになったことがわ

かる。 

医労連 

大きな病院は、黒字が多い。中では、長時間２交代制を取り入れている。サービス残業や年休

を取らせない動きもある。黒字なのに賃金を下げるのは、人を減らすのはどうしてか怒りの声が

上がっている。ホルモンバランスを崩して婦人科にかかる人が出てきたので、確認していかなく

ては！ 

春闘では、人員増を求めることも大切である。署名を広めること、法律が変わり増えた権利を

広める学習もしていくことを追求したい。 

年金者組合 

後期高齢者医療制度の即時廃止を求めていく議員要請をしている。３年後に廃止といいながら、

来年も月１０００円保険料が値上がりする。 

大教組 

教員の免許更新制も廃止も話題になるが、話がすすまないので来年は自分も受験しなくてはな

らない。廃止するものは即廃止してほしい。 

特別支援教育が始まったがなんの人員配置がないのに、対応を求められる。また、特別支援学級

の入学が増えているのにやはり人員配置がなく１０年前より後退している。 

毎月やってますヨ「憲女連」宣伝  １１月１９日 

「憲法の平和原則を守る大阪女性連絡会」（略して憲女連
けんじょれん

）が毎月の宣伝行動を行いました。 

朝いちは窓から顔をだすのも寒かったで

すが、お昼に近づくにしたがって御堂筋の

色づいた銀杏並木からさす日差しが心地よ

く、宣伝もしながら都会のプチ紅葉も楽し

めました。 

今日の宣伝で特徴的だったのは高校生の

４人のメンズです。「日本は医療費高いし、

無料にしてほっしいわ～」「戦争はあっかん

で～」といって署名をしてくれました。子

どもと同じぐらいの年令の彼等たちに感

激！した私は、「君たちを絶対戦争には行か

せへんよ～！」「アルバイトでも、就職した

時でも、おかしいな～という事があったらひとりで悩まんとここに相談してや！」とビラを渡し

ました。北浜あたりで宣伝していると、４０代ぐらいの男性が自転車を止めて、「がんばってくだ

さい」と署名してくれました。前かごにはアルミ缶が入った大きな袋が･･･。「仕事がないんです

わ」と私に見せてくれました。「最後は私が決める」と無責任な態度をとっている鳩山首相ですが、

財界とアメリカの圧力にゆれている新政権を国民の方に向けさせるのには、私たちの運動を今ま

で以上にすすめるしかない、と心新たにした宣伝行動でした。（文責 伊東事務局長） 

 

 
二宮厚美さんが講師です！  大阪労連女性部春闘討論集会  

１２月１６日(水)18：45 国労会館 ～女性部以外の方の参加も歓迎～ 


